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要 約
１．では非営利価値という概念を提示し, その中で以下で述べる地域社会の非営
利価値（地域価値）を位置づける。２.～５．では紀伊山地の霊場と参詣道の世界
遺産登録の可能性が高まっていること, その一部である熊野大社と熊野古道を大阪
府の近畿自然歩道と結合すれば, 大和, 南大阪, 熊野大社をつなぎ千年以上の歴史
をもつルートが創設できることを示す。またこの案を基礎に, 道, 公園, 自然, 観
光, 歴史・文化, 農業, コミュニティビジネス, 地産地消, 環境学習などをキーワ
ードとし, 地域価値と一体にして南大阪の地域再生をめざす構想づくりが可能であ
ることを示す。これらの案全体を総称して南大阪地域再生構想と名づける。構想の
具体化は桃山学院大学の地域連携プロジェクトで進めている。６．では上の構想を
実現するための地域支援システムの考え方を示す。７．では桃山学院大学における
建学の精神と非営利価値のつながりを示し,「世界の市民」養成プロジェクトの考
え方を示す。
１．非営利価値
非営利組織という用語はどこでも使われるようになったが, 非営利価値と
いう用語は専門用語としてはまだ探しても見あたらない。しかしこの用語が
意味する内容はすでに重要な意味を持ちつつあり, 価値を含んだ多くの用語
で表現されている。非営利の対極には営利があるが, ここでは営利に関わる
議論はやめて非営利価値の議論に限定したい。まず具体例から始めてこの概
念の広がりや深さを示そう。
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非営利価値の広がりと深さ
非営利組織の世界は特に非営利価値に強い関わりを持っている。例えば,
ＮＰＯやＮＧＯでは信頼, 協力, 連帯, 援助, 救済などの価値を重視する。
公益活動を行うためにＮＰＯやＮＧＯが理念として設けている価値だといっ
てもいい。協同組合も非営利組織である。生協などはＮＰＯやＮＧＯと異な
って, 公益よりも組合員同士の共益を重視するために, 安全, 安心などの価
値が重んじられる。また生協は参加・民主主義という協同組合の原則に属す
る価値を重視する。これらの非営利価値は協同組合の世界では基本的価値と
呼ばれている。
営利企業の世界にも非営利価値がある。スウェーデンやドイツなどヨーロ
ッパの労働組合が重視してきた「人間的労働」(Quality of Working Life）や,
ＩＬＯが最近, 重視している「ディーセントワーク」などがその典型である。
また世界の労働組合が重視してきた「参加」というコンセプトは, 制度的意
味まで含んだ非営利価値である。制度的意味とは, 参加の一形態には共同決
定制度や自主管理制度などがあるからで, これらの参加は民主主義という価
値までを含む（しばしば共同決定民主主義, 自主管理民主主義と呼ばれる）
非営利価値である。最近では, 企業の社会的責任という言葉がマスコミにし
ばしば登場するが, この社会的責任も非営利価値に属するに用語である。ま
たその具体的内容である, 公正な労使関係, 情報公開, コンプライアンスな
ども同様である。営利企業におけるこの非営利価値の領域は「優れた企業」
の評価と関係して今後, さらに展開を見せると考えられる１)。
地域社会でも非営利価値に属する価値用語が多く使われている。地域社会
は住民をはじめとして自治体, 市民団体, 非営利組織, 企業などの集まりで
あり, 地域社会から出てくる非営利価値は, 個人, 企業, 市民団体などが感
じる非営利価値の集合体でもある。中でも住民は組織や企業とは異なる個人
のレベルで重視する非営利価値を持っている。環境などについては美しい,
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1) 津田直則「人間性価値と効率 価値と参加の経済学の方法 」『社会・経済シス
テム』19号, 2000年11月参照。
すがすがしい, いこい, やすらぎといった美的・精神的非営利価値を求めて
いるし, 快適, 楽しい, 便利などの価値も重んじられる。隣人に対しては,
配慮, 思いやり, 援助などを強く感じる人もいる。いきがいや自己実現など
は住民や個人レベルの重要な非営利価値であろう。
図表１では個人, 企業・組織, 地域社会という広がりに従って非営利価値
に属する価値用語を図式化してみた。まだまだ改良の余地があり完全とは言
えないが, 非営利価値の広がりを示すことはできるだろう。
広がりとは別に, 究極の価値から系統的に派生する非営利価値を導き出す
方法も考えられる。愛から正義をそして正義から思いやり, 救済, 公正, 公
平など倫理や組織原則に属する価値を出していく方法がこれにあたる。以下
の「７．建学の精神と「世界の市民」養成プロジェクト」ではこの方法で非
営利価値を図式化している。このように非営利価値は, 個人, 企業・組織,
地域社会それぞれに広がる価値領域をもつとともに, 公益, 倫理, 究極の人
間性などに関係した深さをも持っている。哲学・倫理の世界にもつながるこ
の領域の研究は21世紀の重要な研究課題である。
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[図表１ 非営利価値の広がり]
個人価値 自由, 快適, 楽しい,
いこい, 安らぎ, ゆとり, いきがい, 自己実現
愛, 思いやり, 配慮, 協力, 援助, 救済
雇用の安定, 人間的労働, 働きがい
公正な労使関係, 公平分配, 民主主義
安全, 安心, 協力, 信頼, 公開, 向上
貢献, 協力, 連帯, 援助, 救済
公開, コンプライアンス, 社会的責任
安全, 安心, 信頼
快適, 便利, 楽しい
美しい, すがすがしい, いこい, 安らぎ, ゆとり
協力, 連帯, 援助, 救済, 共生
企業・組織価値 共益価値
公益価値
地域価値
非営利価値の重要性
今日の社会ではこのような非営利価値の重要性が高まりつつある。それは
次のような背景があるからだと考えられる。まず物質文明の矛盾が深まって
いる。豊かさを求め, もの・かねを重視しすぎると精神性が薄れ, 倫理が衰
退し, 自己中心主義となる。その反映が無関心, いじめ, 暴力・犯罪が蔓延
する社会である。これに追い打ちをかけているのが競争的経済システムの矛
盾の深まりである。競争システムには長所もあるが弱者の排除は失業増大や
貧富の格差拡大をもたらす。これら両者の矛盾は相互作用を及ぼしより矛盾
を深める。物質文明の腐敗とも言うべき現象が広がりつつある。このような
矛盾の深まりに対する反動としてあらゆる分野で非営利価値の重要性が認識
されつつあるといえるだろう。
矛盾への反動としてだけでなく満ち足りた社会で精神的満足を求めるニー
ズも高まっている。とりわけ高齢化しつつある地域社会では生活の質を高め
ることへの欲求が強く, ゆとりやいきがいを初めとして地域づくりへの関心
も深まる傾向にある。地域貢献を目的として活動する多くの非営利組織は非
営利価値を組織理念として積極的に掲げている。
以下では地域社会に関係する非営利価値（以下「地域価値」と名づける）
をコンセプトとした南大阪の地域づくりについて考える。
２．世界遺産申請と地域価値
和歌山, 奈良, 三重の三県にまたがる紀伊山地（吉野・熊野・高野）の霊
場と参詣道が2003年１月に政府によって世界遺産に推薦され, 2004年６月頃
に開かれるユネスコ世界遺産委員会で世界遺産として登録される可能性が高
まっている。世界遺産に申請された霊場は, 修験道の拠点としての「吉野・
大峯｣, 熊野信仰の中心地としての「熊野三山｣, 真言密教の総本山としての
「高野山」からなり, 参詣道は, それら三つの霊場をつなぐ熊野参詣道, 大
峯奥駆け道, 高野町石道からなっている。これらの霊場と参詣道は多くの史
跡, 名勝, 天然記念物, 国宝, 重要文化財を含んでいる。以上の中で熊野三
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山と熊野参詣道は南大阪を通る熊野古道とつながりがある。世界遺産登録を
契機にして産業の衰退した南大阪の地域再生を考える。
熊野三山と熊野参詣道
南大阪には京都から熊野三山に向かう人々が通った熊野古道が走っている。
熊野三山と参詣道についてもう少し説明を加えよう。熊野三山は, 熊野本宮
大社, 熊野速玉大社, 熊野那智大社という三つの神社ならびに青岸渡寺, 補
陀洛山寺の二つの寺からなる神仏習合の霊場である。また熊野参詣道は熊野
三山に参詣するための道であり, 京都, 大阪, 泉州から田辺を経て熊野三山
に参詣する途中の中辺路, 高野山と熊野三山を結ぶ小辺路, 紀伊半島の海沿
いの大辺路, 伊勢神宮と熊野三山を結ぶ伊勢路からなる。熊野三山は日本書
紀など日本古代史に遡る聖地としての歴史をもち, 熊野古道と呼ばれる参詣
道は, 平安時代のむかしから上皇, 貴族, 武士, 庶民に至るまであらゆる階
層の人々が熊野もうでのために通った道として広く知られている。和歌山県
の熊野古道は今も訪れる人々が多いが, 南大阪の熊野古道は史跡に近く観光
的価値はなくなっている。
地域価値と地域再生のキーワード
紀伊山地の霊場と参詣道が世界遺産に登録される可能性はほぼ確実だと見
なされている。それは自然, 聖地, 巡礼道, 歴史, 文化といった視点のどれ
をとっても高い水準にあるからだと評価されるからである。これを機会に,
世界遺産申請地に接する周辺地域は世界遺産のコンセプトとつながる地域特
性を生かし, 新たな時代の地域社会を創造することが期待される。参詣道や
近畿自然歩道などの長距離自然歩道を利用してつながりをつければ, 紀伊山
地世界遺産は道を通じて近畿圏全域のものとなるはずである。近畿自然歩道
そのものが千年以上の古道である場合もあちこちに見られる。つながりがで
きれば, 自然歩道にも日本の古代聖地に向かうという精神性が付加されるこ
とになる。
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このような自然歩道はいこい, やすらぎ, いやし, 美しい, すがすがしい
などの精神的満足を満たす地域価値で表現される。この自然歩道につながる
周辺地域の地域づくりにおいては, これらの地域価値とともにそれと結合し
やすい地域価値をつないでいき地域づくりを進めることが有利となる。これ
ら周辺地域での今後のキーワードは, 自然, 健康, 観光, 歴史, 文化, 農業,
コミュニティビジネス, 地産地消, 環境学習などになるだろう。それに関係
する地域価値としては安全・安心（農産物や地域の特産物), 信頼（地産地
消), 向上（環境学習), 共生（自然）などが出てくる。
紀伊半島北部の和泉山脈尾根付近で和歌山県と接する南大阪は世界遺産申
請を睨んで新たな構想を打ち出せる地域の一つである。以下で示す熊野新道
案は, 世界遺産と南大阪を自然歩道で結合し, 地場産業が衰退した南大阪を,
自然・環境, 観光, まちづくりなどの視点から再生しようとして考えている。
３．熊野新道
近畿自然歩道は府県を越えて計画された自然歩道であるが, 大阪府を通る
熊野古道の代わりに南大阪の和泉山脈を通る近畿自然歩道を熊野三山への新
たな道として利用することができる。その場合には, 大阪府近畿自然歩道は
修験道の道と重なるために熊野古道以上の歴史性をもつ新たなルートが誕生
する。
熊野古道
熊野三山に至る熊野古道には, 伊勢や高野山からの古道もあるが, 最も知
られているのは, 京都から淀川を下って今の大阪の天満橋に上がり, そこか
ら四天王寺, 阿倍野王子などを通って泉州沿いに和歌山に入り, 白浜温泉近
くの田辺市から山間部の中辺路を通って本宮大社に至る古道である。田辺ま
での古道を紀伊路, 田辺から本宮までの古道を中辺路と呼んでいる。紀伊路
と中辺路を通る大阪からの古道沿いには昔は100前後の王子と呼ばれる熊野
大社の末社が存在した。
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和歌山県には熊野古道の面影が残っている所が多くある。2003年秋に熊野
三山と熊野古道を巡るツアーが催されたところ観光バスで30台も集まるほど
の賑わいを見せた。しかし, 大阪府側の古道は現在の都心部を通過していた
ためにほとんど史跡としての意味を持つに過ぎない。歩いているのは研究者
や一部の趣味の人に限られる。
熊野新道
南大阪を通り熊野三山に至る道として熊野古道以外に新たに考えられるの
は近畿自然歩道を利用することである。和泉山脈の尾根近くを通る近畿自然
歩道と, 紀伊路から中辺路経由で熊野大社に向かう和歌山県の近畿自然歩道
（ほとんどが熊野古道でもある）を利用すればよい。実際には未整備の部分
が数カ所あるために接続できていない。標識がなく道も整備されていないた
めに山中で迷う可能性が高い箇所もある。しかし, もし整備を進めて自然歩
道をすべて接続できれば, これにより大和の二上山近くから大和葛城山, 金
剛山, 槇尾山, 三国山, 和泉葛城山, 犬鳴山などを経由する大阪府近畿自然
歩道を通り, 和歌山県の近畿自然歩道（熊野古道）を通って熊野本宮大社に
行きつくことができるようになる。つまり大和, 南大阪, 熊野が自然歩道を
通じてつながる。
このように大阪府近畿自然歩道および和歌山県近畿自然歩道（熊野古道）
が整備され接続できれば, 大和, 南大阪, 熊野が自然歩道でつながるという
だけでなく, 近畿自然歩道には次のような新たな価値が付け加わる。この点
に気づいている人は少ないだろう。
大阪側の近畿自然歩道は北部の二上山ふもとで推古天皇時代の日本最古の
官道として知られる竹之内街道と十字形で交差している。竹之内街道は奈良
県當麻町の長尾神社から古市を通り堺まで通じる古道である。従って1000年
の歴史をもつ和歌山の熊野古道と1400年の歴史をもつ大和の竹之内街道は,
整備を進めて接続できれば近畿自然歩道で結ばれることになる。それだけで
はなく, 大阪府の近畿自然歩道が通る大和葛城山, 和泉葛城山, 犬鳴山など
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の山々は, 今も友が島から生駒山に至るまでの葛城修験道の行場に含まれ,
役行者以来1300年の歴史を持っている。葛城修験道の道は山の尾根付近を通
るために近畿自然歩道のルートとほぼ重なり合っている。従って, 大阪府と
和歌山県の自然歩道を接続することは付加価値として,「日本最古の官道で
ある竹之内街道とつながり, 葛城修験道の聖域を通過し, 庶民も貴族もこぞ
って歩いた平安時代からの熊野古道を経由して, 日本古代史の聖地である紀
伊山地霊場に至る自然歩道」という歴史的価値を近畿自然歩道に与えること
になる。以上のような意味から, 熊野三山に至る新たな歴史的自然歩道とし
て, 大阪府の近畿自然歩道には通称として「熊野新道」という名を与えた２)。
近畿自然歩道の未整備箇所
以下では近畿自然歩道の未整備箇所について説明しよう。大阪府の近畿自
然歩道には, 二上山の少し北から大和葛城山, 金剛山などを通って和泉山脈
の槇尾山までのダイヤモンドトレールという完成済みのルートが存在してい
る。1997年から新たに, 槇尾山からさらに和泉山脈を南下し岬町四国山に至
るまでの自然歩道計画（30キロメートル）が作成され大阪府による整備事業
が始まり, 2003年度末時点で泉南市の堀河ダム付近まで（約19キロメートル）
整備事業が進められた。しかし, 図表２に見るように和泉山脈の近畿自然歩
道にはいくつか未整備箇所がある。
未整備箇所が生じているのは次のような理由があるからである。第１に,
近畿自然歩道は新たに道を造るのではなく, 既存の道を利用しながら計画路
線が作成され, 整備が進められている。またこの既存の道は大阪府と和歌山
県の境界付近を相互に相手側に出入りしている部分がある。そのために１本
の道でありながら整備が大阪府の管轄になったり和歌山県の管轄になったり
する。和歌山県側の整備が遅れている箇所が多い。第２に, 和泉山脈全域は
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2) 熊野新道案は2003年１月の地域連携プロジェクトの合宿における議論から生まれ
た。津田直則「熊野新道構想と南大阪の再生｣, 和歌山社会経済研究所『21世紀
WAKAYAMA』Vol. 41（2003年12月）参照。
民有地がほとんどであり土地の所有者の同意無くして自然歩道は整備できな
い。地域によっては, 自然歩道の標識が立てられ多くの人が入り込んでくる
ことを地主が嫌うところもある。第３に, 所有者が同意する可能性があって
も財政的理由により整備ができない箇所がある。大阪府については, 財政赤
字が極度に拡大しているために2003年度限りで自然歩道の整備は打ち切りと
なっており, 泉南市の堀河ダム以西の近畿自然歩道については, 計画路線は
あるが整備を続ける見通しは立っていない。環境省承認の計画路線では, 先
にみた大阪府の自然歩道の最終点である岬町四国山からさらに岬町先端の友
ヶ島や淡路島を臨む地域まで自然歩道が承認されている。
和泉市の槇尾山から三国山までの間は整備が済んでいる。三国山から和泉
葛城山までは整備が和歌山県の管轄であるが整備が済んでいない。ただ, 三
国山から鍋谷峠間には自衛隊のレーダー基地があるために道路が舗装されて
おり, 整備といっても標識を立てるだけですむ。犬鳴山から堀河ダムまでの
区間にも和歌山県が整備する区間があるが未整備になっている。堀河ダムか
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犬鳴山
ササ峠
葛城山
槇尾山
三国山
札立山
鍋谷峠
山中渓
堀河ダム
未整備区間
関西空港
未整備区間
未整備区間
近畿自然歩道未整備区間
[図表２ 近畿自然歩道の未整備箇所]
ら西は大阪府の整備区間や和歌山県の整備区間が連なっているが, 大阪府の
整備事業は先に述べたように凍結された。
堀河ダムから山中渓までは未整備区間であるが, 道は存在する。山中渓に
は同名のＪＲ駅がある。この駅が大阪府と和歌山県の近畿自然歩道が結合す
る場所になっている。環境省承認の近畿自然歩道路線では, ここから次の和
歌山県側のＪＲ紀伊駅まで（乗車時間７分）は自然歩道ではなく鉄道でつな
がり, そこから和歌山県の近畿自然歩道（熊野古道）が海岸沿いに南進する。
熊野本宮大社に至るこの自然歩道（熊野古道）はほぼ完成している。
堀河ダムまでの大阪府側の整備事業は2003年度までにすべて完了するので,
当面は上で述べた和歌山県側の２区間の整備を進める運動をするのが妥当で
ある。そのためには自然歩道沿いの大阪府と和歌山県の自治体や山林所有者
の賛同が必要となっている。賛同を得るための働きかけはすでに始まってい
る。
長距離ウオークの時代
和歌山県の熊野古道と姉妹提携しているスペインの巡礼道（聖地サンチャ
ゴ・デ・コンポステラに向かう巡礼道で世界遺産）は, スペイン国内だけで
800キロメートルにおよび, 宗教的関心以外でも多くの人が各国から集まっ
ている。また, 日本でも各地でウオーキング大会が開かれている。２ヶ月も
かけて九州一周（1300キロメートル以上）を歩く長距離ウオークも毎年開催
されている。
熊野新道も完成すれば各地から関心を集めるだろう。ただ, これだけでは
地域社会に住む市民の自然歩道にまではなりにくい面をもっている。以下で
はこの熊野新道を補足する里山里地活用案を示し, 自然歩道をより市民に近
い存在にするとともに, 地域の再生に貢献する方向性について考える。
４．和泉山脈における里山里地の保全と再生
江戸から明治にかけて欧米から日本を訪れた外国人は, 地域社会に住む人々
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の素朴さや幸せそうな暮らし, 日本の里山里地の美しさなどを褒め称えてい
る３)。この時代の里山里地は, 自然と共生する地域住民が共同で手入れをし,
鳥, 昆虫, 植物, 動物, 魚など生物の多様な地域でもあった。しかし今日で
は里山は地域社会の入会地ではなくなり, 手入れする人たちもほとんどいな
くなり荒れ果てているところも多い。いま里山里地の美しさを見直し取り戻
す運動が広がっているが, 南大阪ではまだ和泉山脈やその里山里地に関心を
持つ人は少ない。和泉山脈の和泉葛城山系（河内長野西部から泉南市堀河地
区）は1996年に紀泉国定公園として金剛生駒国定公園に編入されたが, もっ
と里山里地が美しくなれば人々の関心もさらに高まるに違いない。和泉山脈
の里山里地にいこいのある美しい地域を増やすのは可能である。そのために
は美しい里山里地を再生し保全する運動を活発にし, 国定公園にふさわしい
里山自然公園や里山自然歩道をつくることが必要である。
里山自然歩道と里山自然公園
まず里山自然歩道について述べよう。大阪府の近畿自然歩道は全域につい
て山の尾根付近を通るルートが多く, 険しい登山道の部分もある。高齢者や
子供達にはなじみにくい性質を持っている。そこで, 尾根近くを通る近畿自
然歩道とは別に, 和泉山脈周辺の里山里地には, 里山自然歩道あるいは「ふ
るさと自然歩道」と呼ばれる道を山のすそ野に沿って計画し, 整備するのが
よい。そうすれば, 高齢者や健脚でない人にも自然と親しむ機会が与えられ
る。このような案の計画と実施は和泉山脈に沿った南大阪の各自治体の協力
がなければできないが, すでにある道を利用してルートづくりをするのは困
難ではない。このようなふるさと自然歩道の考えを実現すべく大阪府北部を
中心に長く活動を続けている自然環境保全団体も大阪にある４)。
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3) 渡辺京二『逝きし世の面影』葦書房, 1998年。
4) 社団法人大阪自然環境保全協会の野田奏栄氏は, 和泉山脈の尾根につながる道は
各自治体にあるが, 自治体をつなぐ道がないのが南大阪の特徴だと主張し, 里山
里地歩行路を提案している。野田奏栄「大阪近郊の自然歩道ネットワークづくり
と里山・里地の保全」(2003年11月；地域づくりの集会における発表)。
このような里山自然歩道とつながる里山自然公園づくりも必要である。自
然公園には府県が指定する自然公園もあるが, 南大阪にはこの種の自然公園
はない。しかし和泉山脈の里山里地にはいくつもの環境団体が自然の保全に
力を入れており里山自然公園として整備を望んでいる美しい地域もあちこち
にある。自治体や環境団体が力を合わせればこのような里山自然公園づくり
は可能である。里山自然公園と里山自然歩道があれば里山里地はもっと市民
に近いものとなるだろう。
近畿自然歩道, 里山自然歩道, 里山自然公園をつなぐ
以上で述べた山の尾根近くの近畿自然歩道, 山のすそ野を通る里山自然歩
道, 里山に設けられる里山自然歩道は相互につながりをつけるのがよい。例
えば, 近畿自然歩道は自然歩道の幹線, 里山自然歩道は自然歩道の支線と考
え, 幹線と支線を結ぶ道としては自治体ごとに和泉山脈の山頂へ向かう林道
や登山道や近畿自然歩道の枝道などを利用する。里山自然公園はこれらの網
の目の自然歩道のあちこちにあり, 里山自然歩道で互いに結ばれているとい
う形になる。このようになれば里山里地全域は市民のいこいの地となるだろ
う。ふるさと自然歩道にはサイクリング道を併設できればなお好ましい。こ
れにより和泉山脈周辺はより国定公園らしくなるだろう（図表３参照)。
集まってくる人たちへの環境づくり
支線・幹線の自然歩道にはさまざまな人達が集まってくる。登山の好きな
人, 野鳥の好きな人, 昆虫の好きな人, 高齢者, 旅行者, 子供・青少年, 信
仰に関心を持つ人, 温泉の好きな人, 日帰りで楽しみたい人, スポーツとし
て長距離を歩きたい人など。それぞれの人たちのニーズにあった施設や環境
作りを進めることが必要となる。このように構想を線から面に拡大する過程
では名所づくりの創造力が求められる。いこい, やすらぎ, いやしなどを求
めて来る人たちにとって感動の場を与えるような里山自然歩道や里山自然公
園づくりが求められる。すでに存在する名所, 遺跡・旧跡, 歴史街道, 温泉
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宿, 祭り, ウオーキングのルートや大会などとつながりを付けていけばさら
に面の広がりができてくるだろう。
構想を進めていくと単なる市民のための地域づくりにとどまらず観光とい
う領域にまで関係してくる。その場合でもここでの観光は, 人集め, 金儲け
の観光ではなく精神性の高い地域価値をコンセプトに形成されなくてはなら
ない。熊野新道, 里山自然歩道, 里山自然公園などはそれらの基本的な柱と
なる考えである。
プラス・マイナスと自然への基本姿勢
自然との共生という言葉は格好がいいが, 自然活用には環境や地域社会に
プラスだけでなくさまざまなマイナスも与える。マイナスは防止・解消する
ように心がける必要がある。そのためには, 和泉山脈全域の自然の保全と活
用について基本的哲学を持っている必要がある。それらは, 修験道行場にお
ける精神性の尊重, 自然と人間の共生, 憩いの場と環境保全の両立化, 里山
里地における生物多様性の重視（再生と保全）などである。これらは地域再
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近畿自然歩道
近畿自然歩道or里山自然歩道
里山自然歩道
里山自然公園
[図表３ 近畿自然歩道, ふるさと自然歩道, 里山自然公園イメージ図]
生構想の具体化においては基本的前提である。
環境団体のネットワークと環境学習
南大阪では自然の再生や保護にかかわる財団法人, 社団法人, 市民団体な
ど多くが活動している。これらの組織のネットワークを強化し, 自然の保全
と活用がバランスのとれた形で展開されるようにしなければならない。この
ようなネットワーク活動の中で今後の発展が期待されるのが環境学習・ボラ
ンティア活動である。すでに堺市・鉢が峰, 貝塚市・蕎原の森, 泉佐野市・
稲倉の里（いずみの森), 泉南市の里山などで青少年を対象とした学習会・
交流会などが進んでいる。美しい里山里地づくりは, これらの環境団体と地
域づくりに関心のある市民団体とが連携して考えていくことになる。
５．循環型地域経済とコミュニティの再生
地域循環型経済を確立すること及びコミュニティを再生させることがこれ
からの地域社会で重要な課題である。検討すべき点は多いがここではその動
きの一端のみを取り上げる。
地産地消
和泉山脈の森林と里山里地は広い農地につながっている。南大阪の泉州地
域には大阪府内の約36％を占める5500ヘクタールの農地があり, また農業粗
生産額は府内の約42％を占めている。しかしさまざまな対策にもかかわらず,
近年そのシェアは低下しつつある。南大阪の地場産業は衰退の一途であるが,
農業には再生・発展の希望がまだある。南大阪には広域農道の建設が進んで
おり, 狭い農業を超えてグリーンツーリズムや生涯学習と結んだ農業も検討
されている。今, 全国各地で「地産地消」の運動が盛り上がっているが, 南
大阪もこの流れに乗って, 消費者にとって安全･安心･安価な産物を, 地元の
生産者から購入して地元で消費するという地域循環型の経済に転換していく
のが望ましい。いずれ林業もこの流れに加わることが期待される。
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和歌山県那賀郡打田町にある「めっけもん広場」という全国規模の野菜・
果物の直売場には, 和泉山脈を越えて車で南大阪から多くの消費者が訪れて
いる。2000年11月に開設され, 2002年度売上額は20億円を上回っている。搬
入農家1500軒, 農産物500種類, 商圏は20キロに及び南大阪からの客数は和
歌山県側を上回るという５)。南大阪にも野菜の直売場はあちこちにあるがニ
ーズにあった規模の施設が不足していることがこの直売場をみればわかる。
これからは農林漁業の産物や加工品や地域特産品のすべてにわたって地域を
より重視した経済システムを考える時代に移行することが予想される。地産
地消の運動もその一部であり, 和泉市南部地域に計画されている情報発信施
設と関連付けた野菜の直売場などは今後の展開が期待される。
コミュニティづくり
地域づくりは新たなコミュニティづくりという視点から取り組むのがよい。
地産地消の運動がめざすのも地元に根ざした本物づくりであり, 目の見える
人間関係をめざすコミュニティづくりである。福祉, 住宅, 環境, 芸術・文
化, まちづくりなどの分野に市民団体や非営利組織が参加するのは今では一
般的に見られるが, その根底に流れているのは, 地域社会では効率や競争で
はなく, 信頼, いきがい, ゆとり, やすらぎ, 自己実現など市民が重視する
価値の実現が重要であり, これらの非営利価値を重視する市民団体や非営利
組織が大きな役割を果たせるという共通の考え方である。
最近では非営利組織の一部である協同組合に, 新たなタイプの協同組合と
してワーカーズコープが現れ全国的に地域福祉や仕事おこし, 地域づくりに
取り組んでいる。今後, このヨーロッパのワーカーズコープの流れが日本で
も本格化していくだろう。市民団体, ＮＰＯ, 協同組合, 大学などの広い意
味の非営利組織が共同して非営利協同セクターについて議論する時代も来る
に違いない。
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5) 日本経済新聞2003年10月15日。
６．大学による地域支援システム
以上の南大阪地域再生構想（以下再生構想と略称）は現在, 南大阪に位置
する桃山学院大学地域連携プロジェクトを中心に実現をめざしている６)。構
想が成果をあげるように, 構想と一体となった地域支援の仕組みづくりをこ
こで考えよう。大学は自治体や市民団体やＮＰＯなどとは違った機能を果た
せる部分があるのでそれを仕組みの中に取り入れるのが望ましい。
以下では大学の地域連携プロジェクトによる地域支援の仕組みを「地域支
援システム」として考える。なお一層の展開が必要であるが, ここではシス
テムの核となる３つの領域を中心に述べている。この地域支援システムは再
生構想だけでなくベンチャー企業や企業団地など営利分野も含めて地域社会
のすべての問題に適用できるように考えることが可能でありその必要がある
が, その場合であっても, 非営利組織としての大学による地域支援システム
の運営原則は, 支援, 協力, 連帯などの非営利価値に基礎を置かねばならな
い。以下では非営利価値とそれに関係するプランを実現するための地域支援
システムを中心に取り上げる。地域支援システムの一般論は別の機会に譲り
たい。
地域支援システムの構成：３つの領域
再生構想について述べる場合に, これまでは第１に非営利価値に関する議
論とそれに関係する再生構想のキーワードについて, 第２にそれを実現する
具体的プログラムとして述べてきたが, プログラムの実現をめざす場合には
もう一つ配慮しなければならない問題がある。それは住民, 市民団体, ＮＰ
Ｏなど地域社会のステイクホールダー（利害関係者）の意見をどのように取
り入れるかという問題である。これは地域における参加・民主主義の問題あ
るいは地域ガバナンスの問題だといってもいい。これからの地域社会は, 情
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6) 正式名称は, 地域社会連携研究プロジェクト。熊野新道に関するホームページも
開設している。http://www.kumashin.org
報の民主化と共に地域づくりへの住民参加がさまざまな形で進展する時代に
なる。この第３の問題はここでは参加, 民主主義の問題をも含む広い概念で
あるガバナンス問題として考えよう。従って, 大学による地域支援システム
を考える場合には以上の３つの課題をシステムの中で取り上げる領域が必要
である。この３つの領域をここでは, システムの「価値領域」｢プログラム
領域」｢ガバナンス領域」と名づける。３つの領域の内容および相互関係は
次のようになっている。
大学による地域支援システムの「価値領域」では, 価値, 理念, 目標, コ
ンセプト, 地域価値指標, キーワードなどが議論される。議論される価値は
非営利価値のみとは限らない。営利価値や営利・非営利の価値バランスも必
要な議論である。この領域では, 純粋に研究者のテーマに属するものから,
地域住民の参加を交えて作成する地域指標（例えば神戸市の「しみんしあわ
せ指標｣）に至るまでテーマは多くあり, 大学と地域社会との関わり程度は
問題に応じてかなりの幅を持つ。地域社会への直接の関わり度は低いが重要
な問題もある。
「プログラム領域」では, 計画案作成, 実施主体となるプロジェクトの推
進の仕方, 効率の検討などが課題となる。この領域でも企画や構想レベルの
議論から具体案レベルまで抽象度はさまざまである。また再生構想のように
広域的なプログラムもあれば, 自治体内プログラムもある。非営利組織の強
化を目的としてＮＰＯの創設や経営指導の支援を行う場合もある。営利セク
ターの問題であれば, ベンチャー企業の創業支援や既存地場産業の経営指導
などの仕組みを考えるのもこのプログラム領域である。大学は計画案の提示
や地域から出される案との調整などさまざまな役割を果たせる。
再生構想では南大阪を再生するためのさまざまな企画や案の提示を行い,
それらをプロジェクトとして実施していくことを提案している。例えば, 熊
野新道, 里山自然歩道, 里山自然公園, 里山里地の名所づくり, 地産地消を
実現するための野菜の直売場その他, ワーカーズコープによる仕事おこしな
どのプロジェクトがある。学生によるボランティア活動を関連分野で組み込
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む案もある。これらプロジェクト案の実現は, 以下で示すネットワーク形成
の過程で市民組織の参加により果たしていく。
「ガバナンス領域」では, 非営利価値を理念にして作成されたプログラム
を参加・民主主義という非営利価値を原則にしてどのように進めるかが課題
となる。参加の仕方は, アンケート調査, 公聴会, 諮問機関, 審議会, 協議
会, コンソーシアムなど, 問題に応じて多様であってよい。大学はこの領域
でも提案機能やコーディネート機能を発揮できるだろう。例えば, 大学は市
民団体・ＮＰＯなどとのネットワーク形成を呼びかけ, そのネットワークの
中でさまざまなプログラムを提案, 調整, 修正することができる。再生構想
の推進においても環境団体, 市民団体, 森林組合, 市会議員, ＮＰＯ, 自治
体関係者などとのネットワーク形成がすでに始まっている。ネットワーク形
成は地域づくりにおいて住民や各種組織の参加や協力・支援を容易にするだ
ろう。
重複領域のテーマと大学の役割
以上の価値, プログラム, ガバナンスの３つの領域は相互に重なり合って
いる部分がある。自治体内の審議会で問題になる小さなテーマなどはプログ
ラムとガバナンスの２つの領域が中心となる場合が多い。地域づくりなど広
域的な問題になるほど価値領域の問題が重要になり, 価値, プログラム, ガ
バナンスの３つが共に議論の対象となる。しみんしあわせ指標を市民参加で
作成する場合などは, 価値領域, プログラム領域, ガバナンス領域での議論
がすべて重要な審議対象になる。これまで述べてきた再生構想も３つの領域
での議論が不可欠である。
地域支援システムにおける大学の役割の中心は提案, ネットワーク形成,
コーディネートなどの機能になるだろう。学生によるボランティア活動も地
域支援システムの一部である。大学は非営利組織の一員として, 非営利価値
に基づくプログラムの提案をしていく経営資源と信用力をもっている。また
伝統的に参加・民主主義の組織をもつ非営利組織として, 大学は地域社会の
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中でコーディネート機能を積極的に果たすことができる。
７．建学の精神と「世界の市民」養成プロジェクト
桃山学院大学の建学の精神には,「キリスト教精神」と「世界の市民の養
成」という２つの重要なキーワードを含んでいる。このうちキリスト教精神
は「自由と愛」によって構成されている。自由と愛および世界の市民の養成
はともに教育理念でもある。この建学の精神および教育理念は大学の教育プ
ログラムの中に反映されているが, これからの時代にはさらに高い志をもっ
た社会貢献の教育プログラムを開発することが期待される。
自由と愛はともにここでいう非営利価値に属する価値であるが, 非営利価
値の深さの視点から見ると双方とも人間にとっての究極の価値を含んでいる。
以下では「自由と愛」と「世界の市民の養成」をつなぐ下位概念の非営利価
値を使いながら両者のつながりを深め, かつ教育プログラムとのつながりも
明確にする一つの試みについて述べる。
建学の精神と非営利価値
まず, 建学の精神であるキリスト教精神に含まれている「自由と愛」を基
礎にして大学構成員や組織に関係する非営利価値を説明してみよう（図表４
参照)７)。
自由は人間にとっての究極の価値の一つであり人間が自立するための基礎
条件である。これを基礎として真のいきがい, 働きがい, 自己実現などの価
値が生まれる。大学の構成員である教職員や学生はこのいきがい, 働きがい,
自己実現を果たすために教育や研究や人生の目標決定を行う。
もう一方の愛も人間にとっての究極の価値である。これから正義が生じ
る８)。正義はあらゆる徳の原点であり, 誠実・思いやり・思慮深さ, 救済・
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7) 津田直則「21世紀における大学：大学が変わる, 地域が変わる」(国庫助成教授
会連合公開シンポジウムにおける報告）『高等教育研究年報』第４号（2000年度）
を参照。図表は若干修正した。
援助・協力, 公正, 公平, 民主主義などの価値を生み出す。これらの価値は
モラル, 社会への貢献, 社会的責任, 組織倫理, 組織原則, 組織原理などの
領域に関係している。
世界の市民の養成
さて,「世界の市民」の問題に移ろう｡「世界の市民の養成」は教育理念の
基礎になっている。建学の精神に関わるキーワードと上で述べたキリスト教
精神の下位概念としての非営利価値を利用すると, 世界の市民の養成はどの
ように理解されるだろうか。以下はその試論である。
世界の市民の養成は, 自由と愛の双方に結びついている。自由と結びつく
場合には, 世界の市民の養成とは, 自ら決めた目標に向かって地域社会や世
界で生きること, 働くことをいきがいや自己実現としてめざす人間の養成と
いう理解が可能になる。
また愛と結びつく場合には, 誠実・思いやり・寛容のある人間を育成し,
救済・援助・協力の世界で地域社会や世界で貢献できる人間の養成という理
解が可能になる。
これら双方を両立させる場合には, 建学の精神に基づく世界の市民の養成
についての一つの理解が可能になる。それは建学の精神を高度に高めた世界
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[図表４ キリスト教精神と非営利価値]
(キリスト教精神) (実現すべき非営利価値) (適用領域・プログラム)
自由 いきがい, 働きがい, 自己実現 教育, 研究, 人生の目標決定
愛 正義 誠実・思いやり・寛容 人間性教育
救済・援助・協力 ボランティア活動, 地域連携
公正 人権教育理念,セクハラ防止宣言
公平 経営原則, 組織原則
民主主義 学生・教職員などの自治
8) アンドレ・コント・スポンヴィル『ささやかながら, 徳について』中村・小須田
・カンタン訳, 紀伊国屋書店, 1999年。
の市民の養成につながると思われる。それは,「誠実・思いやり・寛容など
のモラルを備え, 救済・援助・協力などによって地域社会や世界で活躍する
ことを自己実現としてめざす人間の養成」である。この理解は, このような
人間のみを養成するということを意味するものではないが, 建学の精神に高
度に合致するということは言えるだろう。
以下ではこのような世界の市民の養成に適合するプログラムを現状プログ
ラムの改良として検討する。
「世界の市民」養成プロジェクト
世界の市民の養成についての理念を明確にし, 持てる経営資源を結集し,
これまで大学で実施されてきたプログラムを点検・改善していけば, さらに
大きな成果を上げることが期待できる。以下ではこのような目的を持ったプ
ロジェクトを「世界の市民」養成プロジェクトと名づけ, その課題や方向性
について述べる。
世界の市民養成プロジェクト（以下養成プロジェクトと略称）が成功する
には大学における経営資源の有効活用が必要である。桃山学院大学にとって
世界の市民養成プロジェクトに関係する経営資源で核となる組織は, ボラン
ティア担当組織であるキリスト教センター, 国際交流担当の国際センター,
地域連携プロジェクトに関わる総合研究所,「世界市民」の講義科目の担当
部署である教務委員会などである。養成プロジェクトの課題は, いかにすれ
ばこれら組織の機能を世界の市民養成目的のために改善できるか, さらにい
かにすれば相互の連携を強化して成果の向上に貢献できるかを検討すること
である。
機能の改善は以下の点で必要であり可能と考えられる。まずキリスト教セ
ンターにおけるボランティア担当組織の機能を向上させる必要がある。地域
からのボランティア依頼を紹介するだけでなく, 地域社会で活動している学
生を把握する機能を追加すべきである。インターンシップとボランティアを
別々にしていいかどうかも検討課題だろう。またその他の組織と連携して,
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地域社会で効果的なボランティア活動ができるように連携関係を明確にした
方がよい。海外でのボランティア活動にはインドネシアワークキャンプ以外
のプログラムを追加し, 世界に貢献しているという姿勢を明確にすることが
世界の市民養成にとっては不可欠である。国際環境ＮＧＯなどへのボランテ
ィア派遣は養成プロジェクトの意義を効果的に高めるだろう。
国際センターも国際交流を通じて世界の市民養成に貢献する重要な組織で
ある。最近, ヨーロッパの大学との交換留学が進展し始め留学生達がキャン
パスの中で目立つようになってきた。地域市民の家庭でのホームステイや学
生との交流も深まりつつある。プログラムの拡大や交換留学を契機にした文
化交流までが企画されているが, 交換留学による海外学生の長期滞在, 地域
社会へのホストファミリー依頼, 海外都市との文化交流, これらは養成プロ
ジェクトの目標にぴったりと適合しており今後の展開が期待される。地域社
会を介した文化交流が深まればさらに厚みが出てくるだろう。
総合研究所は地域連携プロジェクトを通じて地域社会と研究をつなぐ重要
な役割を担っている。しかし単なる研究ではなく地域社会への貢献を趣旨と
した研究であり, 予算は通常の研究プロジェクトより多く与えられているの
であるから, 地域連携という言葉の意味が重要である。プロジェクト審査に
おいても成果の評価においても基準を明確にする必要がある。欲を言えば,
地域社会の特性を国際レベルに向上させることをめざすような地域連携プロ
ジェクトが出てくることが期待されよう。地域社会における実践や研究には
全国レベルや国際レベルにも通用する課題が多くある。質の高い地域連携プ
ロジェクトを通じてこのような課題に学生・院生が関心を持ち, ボランティ
ア活動や地域づくりや研究に関わっていくことが期待される。
世界市民の講義科目を担当する教務委員会は, 世界の市民を養成するカリ
キュラムの担当部署として重要な責任を負っている。全教員が交代でこの科
目を受けもつ形態は長所もあるが欠点もある。世界の市民養成の核となる他
のプログラムと世界市民の科目とのつながりが必ずしも強固でない。世界の
市民養成の意義や成果を結集する場がなければ学生に訴える力も大きくは望
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めない。国内外でのボランティア活動や国際交流や地域連携などとのつなが
りをもっと強める企画もすべきだろう。世界市民科目の趣旨にあった海外の
研究者を客員教員として招くなどの工夫もあってよい。
競争社会の中で大学の発展を考える限り教育・研究に重点目標は不可欠で
ある。建学の精神が究極の人間的価値をもつというメリットを活用し, 大学
における経営資源を有効に結集すれば世界の市民養成プロジェクトの成果は
必ずでてくる。この養成プロジェクトには新たな恒常的組織の必要はない。
定期的に必要な部署が集まり, 現状の問題点, 改善策, 新提案などを話し合
えばよいだろう９)。
（つだ・なおのり／経済学部教授／2004年２月２日受理）
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9) 本稿は村田晴夫学長が将来構想の中で述べられている「実学と精神」｢地域社会
との連携」｢世界の市民の育成」｢国際化」などの考え方を強く意識して作成した。
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Non-Profit Values and the Role of the University
Naonori TSUDA
The concept of non-profit values is presented from the viewpoint of extent and
depth, in which individual, organizational, and regional non-profit values are indi-
cated as the parts of the concept.
Sacred sites and pilgrimage routes in the Kii mountain range and the cultural
landscapes that surround them has been nominated for addition to the world heri-
tage list, and they will be examined by the World Heritage Committee in 2004.
Three Shinto shrines bearing the name Kumano Sanzan and their pilgrimage
routes, called Kumano Kodo, are included in this prospective heritage list.”
We show that if we connect Kumano Kodo in Wakayama Prefecture with the
Kinki Natural Trail in Osaka Prefecture, we could have a new pilgrimage route
with a history of more than 1,000 years. It would be possible to make a regional
revival plan of the southern Osaka Prefecture based on the above idea using the
concepts of non-profit regional values, and the key words would include trail,
park, nature, sightseeing, history, culture, agriculture, community business, en-
vironmental study, and recycling economy. The regional revival plan is being ad-
vanced by a university project.
The concept of non-profit values is deep in the spirit of the foundation of
Momoyama Gakuin University. An idea for developing the education of “Citi-
zens of the World” will be presented.
